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小テスト１３については１４講の解説で十分と判断しました。

課題１３
[bookmark: _GoBack]紡錘体チェックポイント（図とともにご覧ください。）
サイクリンの濃度は間期にだんだん上がり、M期に最大となる。Cｄｋの活性もM期に集中している。サイクリンCｄｋ複合体が活性化しDNA複製の開始が決定。体細胞分裂において、すべての微小管が動原体に付着すると、APC/Cの抑制が解除され活性化。活性化されたAPC/Cはセパレースを抑制していたセキュリンを分解し、セパレースを活性化する。これにより、姉妹染色体をつなぐコヒーシンを解除し姉妹染色体は分離される。
